
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

立

入

り

の

許

可

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

担

当

課

（

室

）

の

完

了

目

次

○

〃

〃

○

〃

〃

【

規

則

】

○

岡

山

県

環

境

へ

の

負

荷

の

低

減

に

関

す

る

条

例

環

境

管

理

課

○

〃

〃

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

〃

〃

（

県

例

規

集

登

載

）

○

〃

〃

○

〃

〃

【

告

示

】

【

企

業

局

】

○

岡

山

県

環

境

へ

の

負

荷

の

低

減

に

関

す

る

条

例

〃

に

基

づ

く

排

出

基

準

、

構

造

等

の

基

準

及

び

排

水

○

岡

山

県

企

業

局

職

員

人

事

評

価

規

程

の

一

部

改

総

務

企

画

課

基

準

の

一

部

改

正

正

（

県

例

規

集

登

載

）

（

県

例

規

集

登

載

）

【

人

事

委

員

会

】

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

の

失

効

医

薬

安

全

課

○

特

定

計

量

器

定

期

検

査

工

業

技

術

セ

ン

タ

ー

○

職

員

の

定

年

等

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

人

事

委

員

会

○

家

畜

検

査

の

実

施

畜

産

課

す

る

規

則

○

豚

熱

予

防

注

射

の

実

施

〃

（

県

例

規

集

登

載

）

○

土

地

改

良

区

の

解

散

耕

地

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

○

〃

〃

○

県

営

土

地

改

良

事

業

の

工

事

完

了

耕

地

課

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

岡

山

県

公

報

令和６年３月１９日 第１２５８３号



◎
岡
山
県
規
則
第
七
号

岡
山
県
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
一

大
腸
菌
数

別
表
第
九
の
五
の
項
中
「
〇
・
〇
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
を
「
〇
・
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
中
別
表
第
九
の
五
の
項
の
改
正
規
定
は
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
、
第
三
十
五
条
第
十
一

号
の
改
正
規
定
は
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
号

平
成
十
四
年
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
五
号
（
岡
山
県
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

く
排
出
基
準
、
構
造
等
の
基
準
及
び
排
水
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

別
表
第
七
の
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
の
項
中
「
〇
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
を
「
〇
・
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
に

改
め
る
。

「

（

）
」

別
表
第
八
の
１

及
び

の
表
中

大
腸
菌
群
数

単
位

一
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
個

（１）

（２）

を
「
大
腸
菌
数
（
単
位

一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
形
成
単
位

」
に

「
三
〇
〇
〇
以
下
」

）

、

を
「
八
〇
〇
以
下
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
中
別
表
第
七
の
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
の
項
の
改
正
規
定
は
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
、
別

表
第
八
の
１

及
び

の
表
の
改
正
規
定
は
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（１）

（２）

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
号 

 

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
知
事
指
定
薬
物
の
指
定
は
、

そ
の
効
力
を
失
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

知
事
指
定
薬
物
の
名
称 

１ 

（
八
Ｒ
）
―
Ｎ
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
（
プ
ロ
パ
ン
―
二
―
イ
ル
）
―
六
―
メ
チ
ル
―
九
・
十
―
ジ

デ
ヒ
ド
ロ
エ
ル
ゴ
リ
ン
―
八
―
カ
ル
ボ
キ
シ
ア
ミ
ド
（
通
称
名
Ｍ
ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
、
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
、
Ｎ

―
Ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｙ
ｌ
―
Ｎ
―
ｉ
ｓ
ｏ
ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｙ
ｌ 

ｌ
ｙ
ｓ
ｅ
ｒ
ｇ
ａ
ｍ
ｉ
ｄ
ｅ
）
及
び
そ
の
塩

類 

２ 

二
―
｛
［
（
四
―
ブ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
メ
チ
ル
］
―
五
―
ニ
ト
ロ
―
一
Ｈ
―
ベ
ン
ゾ
［
ｄ
］

イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
―
一
―
イ
ル
｝
―
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
エ
チ
ル
エ
タ
ン
―
一
―
ア
ミ
ン
（
通
称
名
Ｂ
ｕ
ｔ

ｏ
ｎ
ｉ
ｔ
ａ
ｚ
ｅ
ｎ
ｅ
）
及
び
そ
の
塩
類 

３ 

一
―
（
ベ
ン
ゾ
［
ｄ
］
［
一
・
三
］
ジ
オ
キ
ソ
ー
ル
―
五
―
イ
ル
）
―
二
―
（
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ

ノ
）
ブ
タ
ン
―
一
―
オ
ン
（
通
称
名
Ｎ
―
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｙ
ｌ
ｂ
ｕ
ｔ
ｙ
ｌ
ｏ
ｎ
ｅ
、
Ｐ
ｕ
ｔ
ｙ
ｌ
ｏ

ｎ
ｅ
、
ｂ
ｋ
―
Ｐ
Ｂ
Ｄ
Ｂ
）
及
び
そ
の
塩
類 

二 

指
定
の
失
効
の
理
由 

 

条
例
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
指
定
さ
れ
た
た
め 

三 

失
効
年
月
日 

 

令
和
六
年
三
月
十
六
日 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
に
係
る
定

期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
は
、
ひ
ょ
う
量
が
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
非
自
動
は
か
り
（
計

量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

、
分
銅
及
び
お
も
り
と
す
る
。

。
）令

和
六
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
場
所
及
び
期
日

区

域

場

所

期

日

赤

磐

市

赤
磐
市
吉
井
支
所

令
和
六
年

一
〇:

三
〇
～

五
月
十
四
日

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

赤
磐
市
熊
山
支
所

〃

十
五
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

晴
れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組
合
赤
坂

〃

十
六
日

一
〇:

三
〇
～

支
店

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

十
七
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:
三
〇
～

一
五:

〇
〇

赤
磐
市
山
陽
産
業
会
館

〃

二
十
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:
〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

二
十
一
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

二
十
二
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

二

実
施
機
関

岡
山
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
六
号 

 

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
家

畜
の
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
の
で
、
該
当
す
る
家
畜
の
所
有
者
に
対
し
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と

を
命
ず
る
。 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

ヨ
ー
ネ
病
検
査 

 

１ 

実
施
の
目
的 

 
 

 

牛
の
ヨ
ー
ネ
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め 

 

２ 

実
施
す
る
区
域 

県
内
一
円 

 

３ 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

 
 

 

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と

い
う
。
）
第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
牛
、
令
和
五
年
四
月
一
日
以
降
に

輸
入
し
た
繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
牛
、
令
和
六
年
四
月
一
日

以
降
に
導
入
し
た
繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
牛
及
び
過
去
三
年

以
内
に
ヨ
ー
ネ
病
が
発
生
し
た
農
場
の
牛
の
う
ち
、
対
象
と
な
る
家
畜
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
（
以
下
「
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
」
と
い
う
。
）
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 

４ 

実
施
の
期
日 

 
 

 

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（
以
下
「
実
施
期
間
」
と
い
う
。
） 

 

に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日 

 

５ 

検
査
の
方
法 

 
 

 

省
令
別
表
第
一
ヨ
ー
ネ
病
の
項
方
法
の
欄
１
、
２
及
び
５
に
規
定
す
る
検
査
の
方
法 

二 

ブ
ル
セ
ラ
症
検
査 

 

１ 

実
施
の
目
的 

 
 

 

牛
の
ブ
ル
セ
ラ
症
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め 

 

２ 

実
施
す
る
区
域 

 
 

 

県
内
一
円 

 
 

３ 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

 
 

 

牛
の
ブ
ル
セ
ラ
症
及
び
結
核
の
清
浄
性
維
持
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
実
施
要
領
に
規
定
す
る
牛
の
う

ち
、
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 

４ 

実
施
の
期
日 

 
 

 
 

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日 

 

５ 

検
査
の
方
法 

 
 

 

牛
の
ブ
ル
セ
ラ
症
及
び
結
核
の
清
浄
性
維
持
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
実
施
要
領
に
規
定
す
る
検
査
の

方
法 

三 

結
核
検
査 

 

１ 

実
施
の
目
的 

 
 

 

牛
の
結
核
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め 

 

２ 

実
施
す
る
区
域 

県
内
一
円 

 
 

３ 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

 
 

 

牛
の
ブ
ル
セ
ラ
症
及
び
結
核
の
清
浄
性
維
持
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
実
施
要
領
に
規
定
す
る
牛
の
う

ち
、
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 

４ 

実
施
の
期
日 
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実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日 

 

５ 

検
査
の
方
法 

 
 

 

牛
の
ブ
ル
セ
ラ
症
及
び
結
核
の
清
浄
性
維
持
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
実
施
要
領
に
規
定
す
る
検
査
の

方
法 

四 

腐
蛆そ
病
検
査 

 

１ 

実
施
の
目
的 

 
 

 

蜜
蜂
の
腐
蛆そ
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め 

 

２ 

実
施
す
る
区
域 

県
内
一
円 

 
 

３ 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

 
 

 

蜜
蜂
の
う
ち
、
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 

４ 

実
施
の
期
日 

 
 

 

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日 

 

５ 

検
査
の
方
法 

 
 

 

肉
眼
検
査 

五 

伝
達
性
海
綿
状
脳
症
検
査 

 

１ 

実
施
の
目
的 

 
 

 

伝
達
性
海
綿
状
脳
症
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め 

 

２ 

実
施
す
る
区
域 

県
内
一
円 

 
 

３ 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
死
体
の
種
類
及
び
範
囲 

 
 

 

省
令
第
九
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
牛
の
死
体
及
び
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
め
ん
羊
又
は
山

羊
の
死
体
の
う
ち
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 

４ 

実
施
の
期
日 

 
 

 

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日 

 

５ 

検
査
の
方
法 

 
 

 

省
令
別
表
第
一
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
の
項
方
法
の
欄
１
及
び
２
に
規
定
す
る
検
査
の
方
法 

六 

ア
カ
バ
ネ
病
、
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
及
び
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査 

 

１ 

実
施
の
目
的 

 
 

 

ア
カ
バ
ネ
病
、
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
及
び
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
予
察
す
る
た
め 

 

２ 

実
施
す
る
区
域 

県
内
一
円 

 
 

３ 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

 
 

 

令
和
五
年
十
一
月
か
ら
令
和
六
年
四
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
牛
の
う
ち
、
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所

長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 

４ 

実
施
の
期
日 

 
 

 

原
則
と
し
て
令
和
六
年
六
月
下
旬
、
八
月
中
旬
、
九
月
下
旬
及
び
十
一
月
中
旬 

 

５ 

検
査
の
方
法 

 
 

 

血
清
学
的
検
査
（
中
和
試
験
） 

七 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査 

 

１ 

実
施
の
目
的 

 
 

 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
予
察
す
る
た
め 

 

２ 

実
施
す
る
区
域 

県
内
一
円 

 
 

３ 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



(1) 
 

飼
養
羽
数
が
百
羽
以
上
（
だ
ち
ょ
う
の
場
合
は
、
十
羽
以
上
）
の
家
き
ん
飼
養
農
場
か
ら
管

轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
無
作
為
に
飼
養
規
模
別
に
抽
出
し
た
農
場
の
家
き
ん 

 
 
 
 

(2) 
 

そ
の
他
知
事
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
通
知
し
た
も
の 

 
４ 
実
施
の
期
日 

 
 

 
実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日 

 

５ 

検
査
の
方
法 

 
 

 

臨
床
検
査
、
血
清
学
的
検
査
及
び
ウ
イ
ル
ス
学
的
検
査 

八 

牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
検
査 

 

１ 

実
施
の
目
的 

 
 

 

牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め 

 

２ 

実
施
す
る
区
域 

県
内
一
円 

 
 

３ 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

 
 

 

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
養
し
て
い
る
牛
の
う
ち
、
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所

長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 

４ 

実
施
の
期
日 

 
 

 

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日 

 

５ 

検
査
の
方
法 

 
 

 

遺
伝
子
検
査 

九 

豚
熱
検
査 

 

１ 

実
施
の
目
的 

 
 

 

豚
熱
の
発
生
を
予
察
す
る
た
め 

 

２ 

実
施
す
る
区
域 

 
 

 

県
内
一
円 

 

３ 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

 
 

 

豚
熱
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
に
よ
る
。 

 

４ 

実
施
の
期
日 

 
 

 

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日 

 

５ 

検
査
の
方
法 

 
 

 

豚
熱
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
に
よ
る
。 

十 

ア
フ
リ
カ
豚
熱
検
査 

 

１ 

実
施
の
目
的 

 
 

 

ア
フ
リ
カ
豚
熱
の
発
生
を
予
察
す
る
た
め 

 

２ 

実
施
す
る
区
域 

 
 

 

県
内
一
円 

 

３ 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

 
 

 

ア
フ
リ
カ
豚
熱
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
に
よ
る
。 

 

４ 

実
施
の
期
日 

 
 

 

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日 

 

５ 

検
査
の
方
法 

 
 

 

ア
フ
リ
カ
豚
熱
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
に
よ
る
。 

 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
号 

 

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
豚

熱
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
注
射
を
受
け
る
よ
う
命
ず
る
。 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

実
施
の
目
的 

 
 
 

豚
熱
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め 

二 

実
施
す
る
区
域 

県
内
全
域 

三 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

豚
及
び
い
の
し
し
で
、
そ
の
所
在
地
を
所
管
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

四 

実
施
の
期
日 

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

五 

注
射
の
方
法 

豚
熱
ワ
ク
チ
ン
の
皮
下
又
は
筋
肉
内
注
射 

 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
号 

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、

土
地
改
良
区
が
次
の
と
お
り
解
散
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

大
島
池
土
地
改
良
区 

二 

土
地
改
良
区
の
所
在
地 

笠
岡
市
中
央
町
一
―
一 

三  

解
散
年
月
日 

    

令
和
六
年
三
月
十
二
日 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
九
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 
県
道 

 

二 

路 

線 

名 

高
梁
御
津
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

備
前
牛
窓
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

  

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
田
土
字
井
ノ
原
三
九
七
〇

番
一
地
先
か
ら 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
田
土
字
仲
田
一
〇
六
二
番

一
地
先
ま
で 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
田
土
字
井
ノ
原
三
九
七
〇

番
一
地
先
か
ら 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
田
土
字
長
重
六
一
四
番
一

地
先
を
経
て 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
田
土
字
仲
田
一
〇
六
二
番

一
地
先
ま
で 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
田
土
字
井
ノ
原
三
九
七
〇

番
一
地
先
か
ら 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
田
土
字
仲
田
一
〇
六
二
番

一
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 

新
旧

別 

六
・
一
～ 

一
八
・
五 

六
・
八
～ 

四
五
・
〇 

六
・
一
～ 

一
八
・
五 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

九
四
二
・
一 

九
四
五
・
九 

九
四
二
・
一 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

備
前
市
久
々
井
字
木
場
八
二
三
番
三
地
先
か
ら 

備
前
市
久
々
井
字
沖
手
一
七
七
五
番
一
地
先
ま

で 備
前
市
久
々
井
字
木
場
八
二
三
番
三
地
先
か
ら 

備
前
市
久
々
井
字
沖
手
一
七
七
五
番
一
地
先
ま

で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 

新
旧

別 

六
・
一
～ 

一
四
・
二 

六
・
一
～ 

一
四
・
二 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

七
一
六
・
一 

七
一
六
・
一 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

久
米
中
央
線 

三 

道
路
の
区
域 

 
 一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

宍
粟
真
備
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

大
篠
津
山
停
車
場
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

 

津
山
市
南
方
中
字
藪
下
一
五
二
七
番
七
地
先
か

ら 津
山
市
南
方
中
字
流
田
一
六
四
〇
番
一
地
先
ま

で 津
山
市
南
方
中
字
藪
下
一
五
二
七
番
七
地
先
か

ら 津
山
市
南
方
中
字
流
田
一
六
四
〇
番
一
地
先
ま

で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 

新
旧

別 

一
〇
・
二
～ 

一
五
・
三 

一
〇
・
八
～ 

一
八
・
五 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
一
五
・
六 

一
一
五
・
六 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

倉
敷
市
真
備
町
有
井
字
才
ノ
木
二
五
一
番
一
地

先
か
ら 

倉
敷
市
真
備
町
有
井
字
門
田
一
三
九
四
番
一
地

先
ま
で 

倉
敷
市
真
備
町
有
井
字
才
ノ
木
二
五
一
番
一
地

先
か
ら 

倉
敷
市
真
備
町
有
井
字
門
田
一
三
九
四
番
一
地

先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 

新
旧

別 

六
・
一
～ 

二
〇
・
一 

五
・
〇
～ 

二
〇
・
一 

幅 
 

 
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
三
八
・
八 

一
三
八
・
八 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



  

   

津
山
市
沼
字
角
田
八
五
四
番
六
地
先
か
ら 

津
山
市
林
田
字
コ
イ
タ
ハ
六
〇
番
一
地
先
ま
で 

津
山
市
沼
字
角
田
八
五
四
番
六
地
先
か
ら 

津
山
市
林
田
字
コ
イ
タ
ハ
六
〇
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 

新
旧

別 

一
〇
・
八
～ 

一
二
・
二 

一
〇
・
八
～ 

二
八
・
〇 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
三
四
・
五 

一
三
四
・
五 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

県
道 

道

路

の

種

類 

大
篠
津
山
停

車
場
線 

宍
粟
真
備
線 

久
米
中
央
線 

備
前
牛
窓
線 

 

路

線

名 
津
山
市
沼
字
角
田
八
五
四
番
六
地
先
か
ら 

津
山
市
林
田
字
コ
イ
タ
ハ
六
〇
番
一
地
先
ま
で 

倉
敷
市
真
備
町
有
井
字
才
ノ
木
二
五
一
番
一
地
先
か

ら 倉
敷
市
真
備
町
有
井
字
門
田
一
三
九
四
番
一
地
先
ま

で 津
山
市
南
方
中
字
藪
下
一
五
二
七
番
七
地
先
か
ら 

津
山
市
南
方
中
字
流
田
一
六
四
〇
番
一
地
先
ま
で 

備
前
市
久
々
井
字
沖
手
一
七
七
五
番
一
一
地
先
か
ら 

備
前
市
久
々
井
字
沖
手
一
七
七
五
番
一
地
先
ま
で 

 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

間 

令
和
六
年
三

月
二
十
日 

令
和
六
年
三

月
二
十
一
日

（
十
四
時
） 

令
和
六
年
三

月
二
十
一
日 

令
和
六
年
三

月
十
九
日 

供
用
開
始

年

月

日

（
時
間
） 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



〔
一
二
九
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

届
出
事
項
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

    
 

名
称 

久
世
複
合
店
舗 

    
 

所
在
地 

真
庭
市
久
世
字
河
元
二
二
九
一
番
一
ほ
か 

 

２ 

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

名
称 

株
式
会
社
天
満
屋
ス
ト
ア 

 
 

 

住
所 

岡
山
市
北
区
岡
町
一
三
番
一
六
号 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

野
口 
重
明 

 

３ 

変
更
事
項 

 
 

⑴ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称 

（
変
更
前
）
名
称 

ひ
ま
わ
り
久
世
店 

（
変
更
後
）
名
称 

久
世
複
合
店
舗 

⑵ 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
） 

 
 

 

ア 

名
称 

株
式
会
社
プ
プ
レ
ひ
ま
わ
り 

 
 

 
 

 

住
所 

広
島
県
福
山
市
西
新
涯
町
二
丁
目
一
〇
番
一
一
号 

 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

梶
原 

秀
樹 

 
 

 

イ 

名
称 

ア
タ
ッ
ク
ベ
ー
ス
株
式
会
社 

 
 

 
 

 

住
所 

広
島
県
尾
道
市
御
調
町
白
太
五
〇
七
番
地 

 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

山
根 

久
典 

 
 

 

ウ 

小
売
店
舗
追
加 

 
 

 

（
変
更
後
） 

 
 

 

ア 

名
称 

株
式
会
社
セ
リ
ア 

 
 

 
 

 

住
所 

岐
阜
県
大
垣
市
外
渕
二
丁
目
三
八
番 

 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

河
合 

映
治 

 
 

 

イ 

名
称 

ア
タ
ッ
ク
ベ
ー
ス
株
式
会
社 

 
 

 
 

 

住
所 

広
島
県
福
山
市
曙
町
六
番
一
一
号 

 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

山
根 

久
典 

 
 

 

ウ 

名
称 

株
式
会
社
エ
ブ
リ
イ 

 
 

 
 

 

住
所 

広
島
県
福
山
市
南
蔵
王
町
一
丁
目
六
番
一
一
号 

 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

岡
﨑 

浩
樹 

 

４ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
ほ
か 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
三
月
六
日 

三 

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所 

 

１ 

縦
覧
の
期
間 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



 
 

 

令
和
六
年
三
月
十
九
日
か
ら
同
年
七
月
十
九
日
ま
で 

 

２ 

縦
覧
の
場
所 

 
 

 

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



〔
一
三
〇
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

届
出
事
項
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

    
 

名
称 

久
世
複
合
店
舗 

    
 

所
在
地 

真
庭
市
久
世
字
河
元
二
二
九
一
番
一
ほ
か 

 

２ 

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

名
称 

株
式
会
社
天
満
屋
ス
ト
ア 

 
 

 

住
所 

岡
山
市
北
区
岡
町
一
三
番
一
六
号 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

野
口 
重
明 

 

３ 

変
更
事
項 

(1)

 
大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 

ア 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

  
 

 

（
変
更
前
） 

 
 

 

届
出
書
添
付
図
面
三
に
記
載
の
と
お
り 

 
 

 

百
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
荷
さ
ば
き
施
設
一 

二
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
荷
さ
ば
き
施
設
二 

 
 

 
 

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
、
荷
さ
ば
き
施
設
三 

二
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
荷
さ
ば
き
施
設 

 
 

 

四 

二
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

 

（
変
更
後
） 

 
 

 

届
出
書
添
付
図
面
四
に
記
載
の
と
お
り 

 
 

 

百
二
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
（
荷
さ
ば
き
施
設
一 

二
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
荷
さ
ば
き
施 

 
 

 

設
二 

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
、
荷
さ
ば
き
施
設
三 

二
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
荷
さ
ば
き 

 
 

 

施
設
四 

二
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
荷
さ
ば
き
施
設
五 

二
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
） 

 

イ 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 

 
 

 

（
変
更
前
） 

 
 

 

届
出
書
添
付
図
面
三
に
記
載
の
と
お
り 

 
 

 

二
十
七
・
四
立
方
メ
ー
ト
ル
（
保
管
施
設
一 

十
七
・
四
立
法
メ
ー
ト
ル
、
保
管
施
設
二 

 
 

 
 

九
立
方
メ
ー
ト
ル
、
保
管
施
設
三 

〇
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
、
保
管
施
設
四 

〇
・
五 

 
 

 

立
方
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

 

（
変
更
後
） 

 
 

 

届
出
書
添
付
図
面
四
に
記
載
の
と
お
り 

 
 

 

二
十
七
・
四
立
方
メ
ー
ト
ル
（
保
管
施
設
一 

八
・
七
立
法
メ
ー
ト
ル
、
保
管
施
設
二 

 
 

 
 

九
立
方
メ
ー
ト
ル
、
保
管
施
設
三 

〇
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
、
保
管
施
設
四 

〇
・
五
立 

 
 

 

方
メ
ー
ト
ル
、
保
管
施
設
五 

八
・
七
立
方
メ
ー
ト
ル
） 

(2)

 
大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 
 

（
変
更
前
）
荷
さ
ば
き
施
設
の
追
加 

 

（
変
更
後
）
午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

 

４ 

変
更
年
月
日 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



 
 

 

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
三
月
六
日 

三 
縦
覧
の
期
間
及
び
場
所 

 

１ 
縦
覧
の
期
間 

 
 

 

令
和
六
年
三
月
十
九
日
か
ら
同
年
七
月
十
九
日
ま
で 

 

２ 

縦
覧
の
場
所 

 
 

 

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
真
庭
市
産
業
観
光
部
産
業
政
策
課 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



〔
一
三
一
〕
県
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
地 
区 

名 
 

 
 

 
 

 
 

工 
 

 

種 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

完
了
年
月
日 

山
手
（
第
１
工
区
） 

 
 

 
 

ほ 

場 

整 

備 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
三 

・ 

五
・
二
八 

山
手
（
第
２
工
区
） 

 
 

 
 

ほ 

場 

整 

備 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
四 

・ 

二
・
二
五 

山
手
（
第
３
工
区
） 

 
 

 
 

ほ 

場 

整 

備 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
四 

・ 

二
・
二
五 

山
手
（
第
４
工
区
） 

 
 

 
 

ほ 

場 

整 

備 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
四 

・
一
〇
・
二
四 

山
手
（
第
５
工
区
） 

 
 

 
 

ほ 

場 

整 

備 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
五 

・ 

三
・
二
〇 
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〔
一
三
二
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

久
米
郡
久
米
南
町
中

籾
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
六
年
二
月
二
十
九
日 

終

了

年

月

日 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



〔

〕

（

）

、

一
三
三

土
地
収
用
法

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
事
業
の
準
備
の
た
め
の
土
地
立
入
り
を
許
可
し
た
。

令
和
六
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

二

事

業

の

種

類

六
十
六
ｋ
Ｖ
特
別
高
圧
架
空
送
電
線
路

日
比
線
Ｎ
ｏ
．
十
五
～
十
八
経
年
鉄

塔
建
替
工
事

三

立
入
り
の
目
的

調
査
及
び
測
量

四

立
入
り
の
期
間

令
和
六
年
三
月
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

五

立
ち
入
ろ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

岡
山
県
玉
野
市
奥
玉
二
丁
目

〃

〃

玉
五
丁
目

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



〔
一
三
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
字
四
百
間
七
二
一
番
三 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

都
窪
郡
早
島
町
早
島
三
九
九
九
番
地
一
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
中
林
二
〇
一 

武
田 

峻
哉 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
二
月
五
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
六
七
号 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



〔
一
三
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
宿
字
仮
屋
一
三
〇
一
番
一
三
、
一
三
〇
一
番
一
五
、
一
三
〇
一
番
一
九
、
一
三
〇
一
番

二
〇
、
一
三
〇
一
番
二
二 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
北
区
奥
田
一
丁
目
一
〇
番
五
号
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｔ
ｉ
ｃ
Ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
二
〇
二
号 

米
谷 

佳
恭 

米
谷 

佑
気 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
二
十
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
六
五
号 
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〔
一
三
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
福
井
字
中
畑
一
一
三
番
二 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
門
田
三
一
二
番
地
一
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
三
〇
二
号 

荒
木 

光
伸 

総
社
市
駅
前
二
丁
目
一
〇
番
二
一
号
メ
ゾ
ン
・
ド
・
エ
ト
ワ
ー
ル
二
〇
五 

田
中 

裕
人 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
一
月
九
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
二
〇
号 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



〔
一
三
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
福
井
字
瓦
屋
一
〇
七
〇
番
六 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

広
島
県
福
山
市
加
茂
町
字
中
野
七
〇
〇
番
地
一
九
三 

古
川 

祐
也 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
一
月
四
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
一
八
号 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



〔
一
三
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
三
輪
字
中
通
一
一
一
〇
番
一
、
一
一
一
〇
番
七
、
一
一
一
〇
番
九 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
駅
南
一
丁
目
一
五
番
地
九
サ
ン
フ
ル
ー
ル
一
〇
二 

志
水 

洋
文 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
一
月
九
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
一
九
号 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



〔
一
三
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
秦
字
石
畠
三
三
六
一
番
三
、
三
三
六
二
番
四 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
駅
南
一
丁
目
二
〇
番
地
二
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
二
一 

二
〇
一 

達
脇 

知
弘 

達
脇 

冴
子 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
一
月
二
十
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
五
二
号 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



〔
一
四
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
岡
谷
字
山
ノ
端
二
六
〇
番
一
、
二
六
〇
番
六
、
二
六
〇
番
七 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

倉
敷
市
上
東
八
三
七
番
地
八
サ
ン
ベ
リ
ー
Ⅱ
Ａ
棟
二
〇
一
号 

福
本 

尚
之 

福
本
花
奈
美 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
一
月
三
十
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
五
七
号 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



◎
岡
山
県
企
業
訓
令
第
二
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

企 

業 

局 

一 

般 

 
岡
山
県
企
業
局
職
員
人
事
評
価
規
程
（
平
成
二
十
四
年
岡
山
県
企
業
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
三
月
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者 

 

片 
 

山 
 

誠 
 

一 
 

 
 

 
 

 
 

第
三
条
第
三
項
中
「
そ
の
任
期
中
一
回
」
を
「
毎
年
度
二
回
」
に
、「
そ
の
任
期
に
」
を
「
四
月
一
日

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
人
事
評
価
と
し
て
中
間
評
価
を
、
十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
期
間
に
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
職
等
の
事
由
に
よ
り
、
同
項
の
中
間
評
価
又
は
最
終
評
価
の
対

象
と
な
る
期
間
に
お
け
る
勤
務
す
べ
き
日
の
う
ち
、
二
分
の
一
に
相
当
す
る
日
数
以
上
の
日
数
を
勤

務
し
て
い
な
い
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
中
間
評
価
又
は
最
終
評
価
の
対
象
と
し
な

い
。 

第
七
条
第
五
項
中
「
原
則
と
し
て
十
二
月
一
日
を
基
準
日
と
し
」
を
「
第
三
条
第
三
項
の
中
間
評
価

に
あ
っ
て
は
十
月
一
日
を
、
同
項
の
最
終
評
価
に
あ
っ
て
は
二
月
十
五
日
を
基
準
と
し
て
」
に
改
め
、

同
条
第
六
項
中
「
行
っ
た
」
を
「
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
所
属
長
又
は
所
属
長
が
指
名
す
る
者
の

確
認
を
受
け
た
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

安

田

寛

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
会
計
管
理
官
」
を
「
総
務
会
計
管
理
官
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和６年３月１９日　岡山県公報　第１２５８３号


